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1.は じめに

以前 か ら航 空 業 界 と英 語 とは密 接 に繋 が っ てい た。航 空 業 界 と言 う と、CA(Cabin

Attendant)な どが機 上 で勤務 す る姿 か ら華 やか な場 とい うイメー ジが定 着 してい る。 し

か し、航空輸送 の中心で ある航空機 を安全 に運航 させ るには、様 々な専 門領域 に属す る多

くの人 々の存在が背後 にある。航空機の安全運航 を実施す るため には、 同時 に多 くの業務

領域が 関与 している。 クルー業務、航空管制業務、 オペ レーシ ョン業務、整備業務、 グラ

ン ドハ ン ドリング業務、貨物業務、 グラ ン ドス タ ッフ業務、給油 ・清掃業務、ケ ータリ ン

グ業務、予約業務、警備 ・保安業務 な どであ る。

多 くの 業務 で英 語 が 必 要 と され て い るが、 特 にパ イ ロ ッ ト(操 縦 士)と 航 空 管 制 官

(ATC,AirTrafficController)に とって無線上(対 空通信、対 地通信)で はあ るが、英語 は

日常 的で あ り、必須で ある。業務上使 われる英語 の正 しい運用 は乗客 の命 を守 る上で、死

活的 に重要であ る。航空業界 では、客室乗務員 な どのCAが 使 う英語 を主 にエ アライン英

語 と言 い、 パ イ ロ ッ トや 航 空 管 制 官 が 使 用 を義 務 づ け られ て い る英 語 を航 空 英 語

(AviationEnglish,別 名TelephonyEnglish)と い う。

本稿で はパ イロ ッ トや航空管制官 の問でや りとりされ る航空英語の運用能力基準 をめ ぐ

る現在 の世界 的 な動 向 を紹介 す る ともに、ESP(EnglishforSpecificPurposes)と しての

航空英語 教育(特 に筆者 が関係 して いる航 空管制官候補生 に対 す る英語教育 を中心 に)の

今 日的意義 と現状、お よび課題 を論 じる もので ある。

2.ICAO基 準 とは何 か。

2.11CAOの 設立 と役 割

航空英語 を含 めた現在 の世界 の航空輸送業務 はICAO(TheInternationalCivilAviation

Organization、 国際民 間航空機 関)の 存在抜 きに は考 え られ ない。ICAOは 国連の経 済社

会理事会 の専 門機関で あ り、本部 はカナダのモ ン トリオールに置かれ てい る。民 間航空機

の発展 と航空輸送 の増 加 を見込 み、1944年 に締結 された シカ ゴ条約 に基づ き、1947年 に

発足 した。 シ カ ゴ条約 は正 式 には国際 民 間航 空条約(ConventiononInternationalCivil

Aviation)と 言 い、 国際民 間航空輸 送 を全世界 的規模 で能率的、かつ秩序 あ る ものにす る

こ とを 目的に1944年 にシカゴで採択 された。
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ICAOは その シカ ゴ条約 を受 けて、 国際民 間航 空 に関す る技術 やルー ル を開発 、制定

し、 その健全 な発 展 を促 す こ とを使命 と して い る。 シカ ゴ条約 を批 准 した国 は 自動 的 に

ICAOに 加 盟す る ことになってお り、 日本 は1953年 に批准 し、ICAOに 加 盟 した。現 在

の加盟 国は190ヶ 国に及 んで いる。

シ カゴ条約 の付属書(Annex)1と してICAOが 定め た 「国際基準 と勧 告方 式2」 が現 在

の国際民 間航空輸送 を安全 に遂行す るための標準 的なル ール になっている。

2.2航 空英語の定義

広義な意味で航空英語の範囲は様々な分野に及んでいる。旅客 ・航空貨物運送業務、旅

客機運航業務、航空機の構造 と整備、航空気象、航空機製造発展史、航空力学、航空医

学,ICAO通 達文書、航空産業、航空保安 ・警備業務、航空無線 ・レーダー業務、空港施

設 ・飛行援助施設維持業務などの分野で使用される英語である。筆者は将来の航空管制官

を専門的に育成する航空保安大学校で 「一般航空英語」を担当しているが、上記の分野を

すべて包括 した内容になっている。英語教育関係者がそのような分野の英語 を学ぶ上で、

昭和39年 初版発行の時事英語シリーズ(12)『航空英語』は入門的指南書 として草分け的存

在である。現在では社団法人 日本航空技術協会発行の 『航空英語入門』が入門的文献であ

ろう。

一方、狭義的な意味での航空英語はパイロットと航空管制官が無線上でや りとりする対

空、対地通信(交 信)用 の英語 となる。それらは業務英語 とも呼ばれるが、民間航空機の

安全 と人命を守るためにCommunicationErrorが あってはならない英語である。航空機

はICAOの 国際基準方式によって管制官が与える指示や許可を受けて安全 に飛行 してい

る。離着陸の的確 な指示だけではなく、飛行中も高度や速度、他の航空機 との間隔、航空

路などに関して細かい指示を受けるので、管制官なしでは飛行機は飛べない。

2.3航 空英語の使 用者

航空機が旅客 を乗せ て離陸地か ら着陸地 まで安全 に運航 され るため には航空機の整備保

全、パ イロ ッ トの操 縦技術 もさるこ となが ら、 円滑 でCommunicationErrorが ないパ イ

ロ ッ トと管制官 の問で交 わされる英語交信が大 きな役割 を果 た してい る。パ イロ ッ トには

軍用パ イロ ッ トや テス トパ イロ ッ トを除 き2種 類 あ り、旅客定期便航空路 を運航す る商業

用航空 に従事す るパ イロ ッ トと、個人所有の航空機、企業所有の ビジネス ジェ ッ ト、農薬

散布用航空機、緊急医療用の ドクターヘ リ、航空写真、資源探査 な どに特化 した航空機 な

どを操縦 す るパ イロ ッ トが存在す る。前者 がCommercialAviationPilot,後 者がGeneral

AviationPilotと 呼ばれている。世 界的 には全パ イロ ッ トの70%をGeneralAviationPilot

一384一



ICAO基 準 と航空英語教育の展開

が 占 め て い る が 、 国 土 が 狭 くGeneralAviation(一 般 航 空)が 発 達 して い な い 日本 で は、

CommercialAviationPilotが90%以 上 で あ る。

2.4航 空英語能力資格

国内のパ イロ ッ ト全員 に2007年 よ り要求 され るようになったのが航空従事者技 能証明

としての航空英語 能力資格Level4と い う基準 である。ICAO基 準 の言語 能力 要件 で定め

られ た英語運用能力 レベ ルは1～6ま で あ り、Level4以 上がOperational(運 用 レベル)と

呼 ばれ、パ イ ロ ッ ト(航 空管 制 も同 じ)が 国際線 で操縦 の仕事 を継続す るために必 要 な最

低基準 となっている。 しか も、最低基準 のLevel4で は3年 ごとの更新受験 が義務付 け ら

れている。2007年 以前 の 日本 では、特 にパ イ ロッ ト(管 制官 も同様)の 英語 能力 をチ ェ ッ

クす る試験 は実施 されていなか った。

こ の こ と は2003年 、ICAOがSARPsのAnnex1(航 空 従 事 者 技 能 証 明Personal

Licensingの 項 目)を 改正 して3、 パ イロ ッ トと管制官 に求 め られ る英語運用能力 の国際的

基 準 を設 け た こ とが 発 端 と な っ て い る。1998年 に 開催 され た 第32回ICAO総 会 で

Annexに 英語 能力証 明事項 を追加 す るこ とが決 議 され た こと も関係 してい る。 それ らを

受 けて、2008年 前 後 か ら世界 中でICAO基 準 に沿 った英 語 能力 試験(主 にSpeakingと

Listeningか ら構成 されている)が 始 まった。

ICAO加 盟 国で ある 日本 も、航空法第1条 が 「ICAO規 定、付属書 に準拠 して」 と明記

され ている以上 、ICAO基 準 のガイ ドライ ンに沿 って実施 要項 や試験 問題 を開発 し、実施

しなけれ ばな らな くな り、2007年 か ら試験 的に実施 されてい る。基本 的 には3年 毎 の実

施 となって いる。対象 となるの はパ イロ ッ トだ けで も6,000人 前後 にな る と見 られてい

る。ICAO言 語要件基準 に沿 っている限 り試験 問題 の開発 や実施 は個 々の加盟国 に任 され

てい るの で、実施が始 まったばか りの 日本の試験問題や方法 につい てはまだまだ改善 ・研

究の余地が ある と思 われ る。

現在、すべ てのパ イロ ッ トと航空管制官 はICAO基 準 の評価 スケールであるLevel4以

上 の英語能力 を示すべ きである と規 定 されてい る。その規定で はLevel3以 下の認定で は

職務 に就 くことは出来ず、Level4以 上の合格が必要 とな ってい る。 さらに詳細 に述べ る

と、Level4合 格 者は業務 を続行す るこ とは出来るが、3年 ご との更新試験 を受 け、Level

5の 合格 者 は6年 ご との更新試験 を受 ける ことが義務付 け られている。最 高評価 スケ ール

のLevel6認 定者 は更新 受験 が免 除 されて いる。 なお、ICAO基 準 の英語試験 はTOEIC

やTOEFLと 違 って、ICAOが 作成 した統一問題 を世界的 レベ ルで実施す る もので はない。

ICAOが 勧告 した英語能力基準 のガイ ドライ ンに沿 って、加 盟国がそれぞれの実情 に合 わ

せ て試験 問題 を作成 ・実施 し、その評価 も各 国の責任 におい て行 な うこ ととなってい る。
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一方、パイロッ トの相方である航空管制官 も航空英語の使い手 としてICAO基 準の英

語能力試験の受験対象 となっている。2007年8月 に初めて実施 されたICAO基 準の英語

能力試験には約2,400人 の管制官が受験 した。不合格者は再受験 しなければならない。パ

イロッ トと同 じように、ICAO基 準Level3以 下の認定では業務 に就けないか らである。

管制業務を続行するためには最低Level4の 認定を受けなければならない。国内にいる

2,600人 前後の管制官は全員が航空保安大学校の卒業生であ り、かつ全員が国家公務員で

あることから、パイロットのような航空従事者技能証明制度の基づ く資格 とはならない。

所管の国土交通省航空局では管制官の英語能力証明の公的名称について検討中だと言われ

ている。

ひとくちに航空管制管 と言っても全員が各空港の管制塔にいるわけではない。管制塔で

勤務 している飛行場管制官 と呼 ばれるのは一部の管制官であ り、管制塔 の階下 にある

ターミナル管制所で レーダー管制業務に就いている管制官 も存在する。広域の空域を受け

持つ航空交通管制セ ンター、管制区管制所で航空路管制を行なっている管制官 もお り、多

様である。さらに、航空機 に離着陸の指示を与えることはないが、航空気象情報や捜査 ・

救難情報などをパイロットに提供する航空管制運航情報官や航空管制通信官 も存在する。

彼 らもまた航空英語の使用者であり、ICAO基 準英語試験の対象者で もある。

3.ICAO言 語運用能力基準設定の背景 と能力試験実施 をめ ぐって

ICAOは2003年3月 に上述 した ように国際民 間航空条約 の付 属書 を改定 して、言語能

力要 件 の新基 準 を設置 した。2008年3月 以降、ICAO加 盟 国の航空機 操縦士 、航空 管制

官 の使用 す る航空英語 能力 はICAO言 語基 準のLevel4以 上 でなけれ ばな らな くなった。

今 回の新基準が設置 され るまでは、加盟 国が それぞれの 国の事情 に合 わせて、国際民 間航

空条約 第10付 属書 の航 空業務 手続 ・航空交 通管理事項4に 基 づ き、定 め られ た英語 によ

る用語、 略語 、業務語 を使 って業務 を遂行 していた。 日本国内で はICAODoc.94325に あ

るRadiotelephonyManualや 日本 航 空 機 操 縦 士 協 会 発 行、 国土 交 通 省 航 空 局 監 修 の

AeronauticalInformationManualJapan6で 規定 された業務英語や管制方式基準 に沿 って、

パ イロ ッ トや管制官 は対空、対地通信 を行 なっていた。

もちろん、 なん らかの言語評価ス ケールに基づ く英語試験 の受験義務 もなか った。通常

マ ニュ アルでは対応 出来 ない緊急事態 や不測 の事 態 で使用 が求 め られ る一般英会話 能力

(PlainEnglish)に 関 しての査定や基準 もな く、そ の能力向上 は個人的 な研修や独習 に委ね

られてい た。今 回の ようにICAOが 英語 運用 能力(業 務英 語分野 と一般英会 話能力 分野)

におけ るSpeakingとListening部 分 の基 準 を定 めたRatingScaleを 加 盟国 に勧告 し、そ

の基準 に沿 った能力 テス トを実施す るように指導 したこ とはなか った。
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3.1背 景

ICAOが なぜ言語能力要件 を強化 したのか。 その背景 について触 れたい。その前 に覚 え

てお きたいのが全世界のパ イロ ッ トと航空管制官 の7割 が英語 を母語 としない人 々で ある

とい う事実であ る。業務上必要で はあるが、第二言語 または外 国語 として英語 を使用 して

いる とい うこ とであ る。平常時 にお いては、業務上の英語Phraseologyは 慣れて しまえば

さ した る支 障 は ない であ ろ う。 しか し、緊 急 時や通 常 マ ニ ュアル に はな い非常 時 に は

Phraseology(業 務英 語)で はカバ ーで きず 、PlainEnglish(一 般英語表 現)を 使用せ ざるを

得 ない事態 になる場合が ある。 この よ うな状況の 中で、気が動転 して、母語で はない英語

表現 が起 因す るCommunicationErrorが 発生 しやすい。実 は この こ とが今 回のICAO言

語能力要件導入 に対す る理 由に もなってい る。

航空機事故要 因を英語 コ ミュニケ ーシ ョンの齪齪側面か ら研究 してい る小林裕子氏の論

文7に よる と1950年 ～60年 代 にかけての航空機事故 の原 因は圧倒 的に機体 と操作 上の ト

ラブルか ら発生 した と指摘 され てい る。1970年 代 はエ ンジ ンの トラブルや メイ ンテナ ン

スの問題か ら発 生 した。 ところが、1980年 代 以 降に なる と、事 故原 因が ハー ド面 の トラ

ブルで はな く、完全 自動化 した 且y-by-wireシ ステム8の コ ック ピッ ト内 で起 こる管 制官

との言語 理解齪齢 か ら生 じるCommunicationErrorが 複 数の事故原 因 と して浮上 して き

た と言 うのであ る。

上述 した ようにICAOが2003年 に操縦士 お よび管制官 の英 語能力 に関す る標準 化 を勧

告 した最大 の背景が ここにある。す なわち、パ イロ ッ トまたは管制官、 また はその双方の

言語能力不足が 関与 した事故や ニア ミスが増加 しつつあ ったか らであ る。事故 と言 って も

飛行 中だけ とは限 らない。「RunwayIncursion」 と呼ばれる滑走路 上の事故やニ ア ミス も

多発 しているのであ る。非英語 圏におい て も、 グローバ ル化や新興工業 国の発展で航空輸

送需要が伸 び、航空英語 の トレーニ ングを受 けた力量あ るパ イロ ッ トと管制官の養成が需

要 に追いつか なか った ことや、規制緩和 に よる熟練管制官不足(特 にアメ リカ)な ど も背

景 にある。

2004年 に 発 行 さ れ たICAOの 「ManualonthelmplementationofICAOLanguage

ProficiencyRequirements』9の 中で今 回の言語要件強化 の背景 となるKeyConceptsが 以

下の よ うに述べ られ てい る。

*I
nadequatelanguageproficiencyhasplayedaroleinaccidentsandincidents.

*B
othICAOphraseologiesandplainlanguagearerequiredforsaferadiotelephony

communications.
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*ICAOhasadoptedstrengthenedlanguageproficiencyrequirementsforradio -

telephonycommunications.

*Allstatesandorganizationshavearoletoplayinimprovingcommunications

つ ま り言語上 のCommunicationbreakdownをICAOは 深刻 に とらえたのだ。ICAO

は米 国運輸 安全 委員会10や 英 国の事 故強制 報告 制度11に 基 づ く報 告等 を調査 した結 果、

事故 にはつ なが らなか ったが、過去 に134件 の言語が絡 むCommunicationbreakdownの

問題が発生 していたこ とを突 き止め た。

この ように近年、相手 の姿が見 えない無線交信上で言語の理解齪齪が頻繁 に発生 してい

る背 景 には英語 を母 語 と しないパ イ ロ ッ トや管 制官 の急 増 があ る。 イギ リス の専 門誌

『TheController』 誌の 中でIATA12(lnternationalAviationTransportAssociation,国 際

航空運 送協 会)のClaudeStHilaire氏 が指摘13し てい るように、英 語の よる口語 上の無

線交信(パ イロ ッ トと管 制官の問)の70%が 英語 を母語 としない人々の間で なされてい る

現状 を考 えれ ば、発音 な どの音声上 の誤 りや リス ニング能力 の不足、咄嵯の単語理解齪齪

な どの意思疎通不良が事故 を引 き起 こす可能性 として潜 んでい る事実 を見過 ごす こ とは出

来 ない。

3.2英 語運用 能力評価 基準

以 上 の よ う な 背 景 を 鑑 み、ICAOは2000年 にtheProficiencyRequirementsin

CommonEnglishStudyGroup(PRICESG)、 「一般英語 における能力要件研 究 グルー プ」

を立 ち上 げ、英語運用能力評価基準RatingScaleを 作成す る準備 に入 った。

我 が 国 も加 盟 国 としてICAO言 語 能力要件 に対 応す るため、 その ガイ ドライ ンに沿 っ

て、航 空英語 の文脈 に特 化 した英語 試験(主 にSpeakingとListening)を 開発 、実施 しな

ければな らな くなった。2003年 のICAO言 語能力要件新基準 を受 けて、翌2004年 に国土

交通省 か ら要 請 を受 けた(財)航 空 輸送技術研 究 セ ンター14が 「語 学能力要件 調査研 究委

員会 」 を設 置 した。調査 委員会 はICAOの 新基 準、我が 国の状況 、諸外 国の動 向 を調査

しつつ、 日本 としての対処方法 を検討 した。

そ の間、2004年12月 には 日本 で初 めて 「航 空言語 に関するICAOア ジア ・太平洋地域

セ ミナー」が 開催 され、航 空関係者 にICAOAnnex改 定(言 語 能力要件 の付加)に 至 る

経緯 やAnnex改 定の要 旨、試験 方法や今後 の流 れ につ いて報告 が行 われた。 日本 乗員組

合連絡会議15「AirLinePilots'AssociationofJapan」 の 「ALPAJAPANNEWS』 でセ

ミナー概要が以下の よ うに報告 され てい る。

1.今 回のICAOの 改訂 は 「無線電話 交信」で の 「航 空分 野」 に限定 された 「話 し」

..
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「聞 き 」「理解す る」能力で あ り、TOEICやTOEFLと い った一般的 な既存の試

験で は対応で きない。

2.外 国語能力 は背景 となる母 国語等 によって大 きく異 なるため、評価方法 も各 国で

適 した もの を策定す る必要があ る。

3.ICAOが 独 自に世界共通の試験 を製作、実施す ることはない。

4.常 にStandardPhraseology(ICAO業 務用語)を 基本使 用 し、そ れで は不 十分 な

時 に限 り、PlainEnglishで 対 応す る。

5.今 後 は航空無線交信 に通訳 は認 め られない。

6.国 際運航 に用い られ る空港や航空路 を管轄す る地上局 は、航空機の要求 に応 じて

英語が使用可能 でなけれ ばな らない。

7.言 語能力要件対象者 を管制官 に加 えて、飛行機お よび回転翼航空機の全操縦士 に

拡大す る。

8.英 語能力試験 はICAO評 価基準 でLevel4以 上 を合格 とす る。

9.Level4以 上の合格者 で も、最高度 のLevel6以 外 は継続 的 に更新試験 が要求 さ

れる。

3.3試 験 モ デ ル の 開発

以 上 の よ う な流 れ を受 け、 国 内で2007年 以 降 、 適 正 な英 語 能 力 テ ス トが 実 施 され る よ

うに(財)航 空 輸 送 技 術 研 究 セ ンタ ーか ら委 託 を受 け た上 智 大 学 国際 言 語 情 報 研 究 所 が 試 験

モ デ ル の 開 発 に着 手 した の が2004年 で あ っ た 。 試 験 モ デ ル 開 発 の推 移 は 「ICAO英 語 試

験 モ デ ル 開発 委 託 研 究 報 告 書 」 に掲 載 さ れ て い る。 現 在 、 上 記 の 試 験 モ デル か ら開発 され

た英 語 試 験 が2005年 に 実 施 され た プ リテス トを経 て 、パ イ ロ ッ トや 管 制 官 を対 象 に2007

年 か ら実 施 され て い る 。 国 内 で現 在 行 な わ れ て い るICAO基 準 英 語 試 験 の 過 去 問 題 は公

開 され て い ない が 、Part1のListening(CD利 用)、Part2のSpeaking(電 話 回線 利 用)で

成 り立 っ てい る。

国際 的 に はPartlがSpeaking、Part2がListening+Speakingで テ ス トが 成 り立 って

い る 場 合 が 多 い 。ICAOが 公 開 し て い るLanguageProficiencyRequirementsRated

SpeechSamples16に 準 拠 す る とLevel4段 階 のPart1のSpeaking試 験(業 務 英 語

Phraseology以 外 の 一 般 的 なPlainEnglishの 能 力 をチ ェ ックす る)は 電 話 機 を介 して 行 な

われ る。 受 話 器 の向 こ うか ら試 験 官 が

1.Whatdidyoudotohelpyourparentswhenyouwereayoungboy?

2.Couldyoudescribeyourjobasanairtrafficcontrollerandperhapstellmemore

aboutyourmotivationandeducationandwhatyouaredoingasyourdutyasan
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ATC?

3.Couldyoustartbytellingussomethingaboutyourbackgroundasapilot?

等 の 質 問 を複 数 投 げ か け 、 受 験 者 は 規 定 の 時 間 内(約20分)で 説 明 す る とい う も の で あ

る。TOEFL(iBT)のSpeaking単 独 問題(lndependentTask)と 似 通 っ て い る と言 え よ う。

Part2(航 空 英 語 のPhraseologyの 運 用 能 力 を チ ェ ッ クす る)も 電話 の 受 話 器 を使 用 す

る 形 でListeningとSpeakingが セ ッ ト に な っ て い る。Directionsが 「Listentothe

followingconversationbetweenapilotandanairtrafficcontrollerandthenanswer

eachquestionthatfollowsimmediately.Youhave45secondstospeakforeach

question」 と な っ て お り、電 話 回線 を通 して パ イ ロ ッ トと管 制 官 の無 線 交信 場 面 が 流 され

る。 そ の後 、 そ の 交 信 に 関 す る質 問 が い くつ か 与 え られ 、 選 択 肢 で は な く、 口 頭 で45秒

間答 え る こ とに な る。 これ もTOEFL(iBT)のSpeaking統 合 問題(lntegratedTask)に 似

通 っ てい る。

問 わ れ て い る の は 、Phraseology的 要 素 が 強 い 英 文 と一 般 的 なPlainEnglishの 英 文 を

正 確 に聴 き取 り、 そ れぞ れの 設 問 に対 して英 語 で 説 明 す る能 力 で あ る。

4.ICAOの 評 価 基 準 とCEFR基 準

4.11CAO基 準

さ て、 上 述 して きたICAO基 準 の言 語 能力 要件 のRatingScale17の 評 価 で あ るが 以 下 の よ

うに な っ て い る。

*評 価 対 象 の 領 域 はPronunciation(発 音),Structure(文 構 造),Vocabulary(語 彙),

Fluency(流 暢 さ),Comprehension(理 解 力),Interactions(対 応 力)の6分 野 で あ る。

*総 合 的 能 力 レ ベ ル はLevell(Pre-elementary),Level2(Elementary),Level3(Pre-

operational),Level4(Operational),Level5(Extended),Level6(Expert)の6レ ベ ル

で あ る。

運 用 レベ ル のLevel4以 上 の合 格 認 定 が な け れ ば 、 パ イ ロ ッ ト、 管 制 官 と も業 務 に就 け な

い。Level3以 下 の 認 定 で は す べ て 不 合 格 に な る が 、 注 意 点 は 上 述 した評 価 対 象 領 域 の

Pronunciationか らInteractionsの6つ の 分 野 で1つ で も評 価 がLevel3以 下 で あ れ ば、

その 他 す べ てがLevel4の 評 価 で もLevel4自 体 が 不 合 格 に な る仕 組 み で あ る。

Level6の 認 定 を受 け る と更 新 試 験 は免 除 され るが 、Level4認 定 者 は3年 毎 、Level5

認 定 者 は6年 毎 に 更 新 試 験 を受 け る こ と に な る。 日本 で は 当 面 、Level4の み を対 象 に試

験 実 施 を行 な っ て い る。 将 来 的 に はLevel5対 応 の 試験 開発 や 実 施 も検 討 す る必 要 が あ る

だ ろ う。 諸外 国 と違 っ て 、 日本 で実 施 され て い る試 験 はPart1でListening(14種 類 の 対

話 で 、 設 問 が42)でPhraseologyとPlainEnglishの 両 方 を チ ェ ッ ク し て 、 一 定 の 基 準
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(70%)に 達 した者 だけがPart2のSpeakingテ ス トに進 める ようである。

ちなみ に合格 レベル(Level4)に つ いての各評価対象 の領域 に関す る記述 は以下 の よ う

になっている。

1.Prnounciation(発 音)

発音、 強弱、 リズ ム、 イ ン トネー シ ョンが第一言語や地域 の影響 を受 けていて も、

理解 を妨 げるこ とはあま り多 くない。

2.Structure(文 構造)

基本的 な文法構造 と構文 を創造的 に使用 し、かつ、通常 は十分 に使い こなす こ とが

出来 る。特 に通常 とは異 なる不測 の事態 において は間違い を冒す こ ともあ るが、意

味が正確 に伝 わ らない こ とはめったにない。

3.Vocabulary(語 彙)

一般的かつ具体的 な業務 関連事項 につい て、通常 は有効 な意思疎通 を行 なうこ とが

で きるだけの語彙 を持 ち、使い方 も正確 で ある。特殊 な状況や不測の事態 において

語彙が不足 してい て も、 たい てい の場合 は適切 な言い換 えをす るこ とが 出来 る。

4.Fluency(流 暢 さ)

適度 な速度で一定 の長 さの話 をす るこ とが で きる。あ らか じめ練習 した文章や定型

文 か ら、任 意形式 の応答 に移行 す る場合 は しば しば流暢 さに欠 ける ことがあ るが、

有効 な意思疎通 を阻害す るこ とはない。 限定的で あるが、談話標識や接続詞 を使 う

こ とがで きる。冗語 はあるが、気 にす るほ どで はない。

5.Comprehension(理 解力)

使用 され てい るアクセ ン トや話 し方が、そ の使用者で構 成 され る国際社会 において

十分 に認知 される もの であれ ば、一般的かつ具体的 な業務 関連項 目につい てはほ と

ん ど正確 に理解す るこ とがで きる。

6.Interactions(対 応力)

通常 は迅速で適切かつ有効 な応答 をす るこ とが で きる。不測の事態が発生 した場合で も

メ ッセージの交換 を開始 してこれ を保つ こ とがで きる。明 らか な誤解があ る場合 は、 内容

の確認、復唱、明確化 な どによって適切 な処置 を とるこ とがで きる。

この ような 「管制官 に要求 され る必要最低基準 の言語習得 レベ ル」 とされ るLevel4の

記述 を見 る と、一般 的な表現 に過 ぎず、試験官の主観が入 る余地が大 きい と思 わざるを得

ない。 さ らに上智大学 国際言語情報研究所が指摘 してい るように、そ の記述か らは文型の

複雑 さ、語彙の豊富 さな どの一般英語の運用力 も要求 されてい るよ うに見 え、緊急事態で

あって も単純化 され たPhraseologyや 業務用語で ほぼ対応で きる現場 の無線交信 とは若干

の乖離、矛盾が あるよ うな印象 だ。
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上 智大学 国際言語 情報研 究所 の調 査 で も判明 した よ うに、ICAOの 評価基準 やRating

Scaleは 北 米 で広 く使 わ れて い る言 語 能力基 準 であ るACTFLOPI18(AmericanCouncil

fortheTeachingofForeignLanguages-OralProficiencyInterview)を 参考 に作成 され

ている。ICAO基 準 は6つ の評価対象領域 か ら成 り立ってい るが、それぞれが独 立的 に評

価 されるべ きもので はない。相互補完的 に航空英語で求め られ る6つ の側面 を表 してい る

ので、1つ の分野で も不適合 な らば全体 の評価 に も影響が及ぶ こ とになるの は仕方が ない。

しか し、ETSが 世界 中で実施 しているTOEICやTOEFLの ように、ICAOは 自らが作成

した統 一試 験 を実施 す る わけ で はない。 そ れ ゆえ、筆 者 に は 「加 盟 国 がICAO基 準 に

沿 って試験 を実施 して も、試 験 の作 成、 問題 の質、 評価 は各 国が責 任 を負 うので 国 に

よって差が 出る」 ように思 われる。

4.2CEFR

さて昨今 、教 育界 にお け る言 語 能力 評価 の 分野 で世 界化 す る可 能性 を もっ たCEFR

(CommonEuropeanFrameworkofReferenceforLanguages、 外 国語の学習、教授、評

価 の た め の ヨー ロ ッパ 共 通参 照 枠)に 関 心 が 集 まっ てい る。BasicSpeakerをA1,A2,

IndependentSpeakerをB1,B2,ProficientSpeakerをC1,C2と 分類 したCEFR能 力評価

基準 は アジア に もイ ンパ ク トを与 えつつ あ る、香 港 や台湾 な どのアジ ア諸 国で もCEFR

を土台 とした外 国語 の能力 テス ト作成 を 目指す動 きがあ るな ど、世界的 に影響が広 ま りつ

つ ある。CEFRの 内容 は膨大 であ るが、言語 能力 の縦軸 は6段 階 レベ ルのA1～C2ま

であ り、横 軸 は理解項 目(聞 く、読 む)、 話す項 目(や りと り、表現 ・説 明)、 そ して書 く

こ との全5領 域であ る。

ICAO言 語能力基準 も縦軸がLevell～Level6の6段 階、横軸が発音、文構造、語彙、

流暢 さ、理解 力、対応力 の全6領 域 であ るか ら、CEFRと は構造 が共通す る部分 があ る。

世 界 的 な広 が りを見 せ るCEFRの 実像 や我 が 国の英語 教 育へ の影響 につ いて は小 池 論

文19や 境論 文20で 詳 しいが、CEFR基 準 が世界 の言語能 力評価基 準の物差 しとな り、既

存 の英語 試験 であ るIELTS,Cambridge,TOEFL,TOEIC,英 検 な どが対CEFR換 算 値 を

出 しつつ あ るこ とは興味深 い。 日本 英語検 定協会 はCEFR研 究 に力 を入 れ、STEPの 各

級 とCEFRの 等価 リス トを作業 中で ある し、国際交流 基金 も外 国語 としての 日本語 能力

検定 試験 を改 定す るにあ た り、CEFR基 準 を利用 す る と言 う。 ま さに世界 中でCEFRが

言語能力基準の基軸 になろ うとしてい る。

航空英語 能力 試験 の分野 で もCEFRと 同 じヨーロ ッパ のEurocontrol21はICAO基 準の

能力 テス トが話題 になる以前か らヨーロ ッパ地域 限定で はあ るが、 同地域の管制官 を対象

とした英語 能力 テス トを研 究 ・開発 して きた。1990年 代 にPELAテ ス ト(Proficiencyin
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EnglishLanguageforstudentAirTrafficControllers)がEurocontrol主 催 で 実施 され、

1995年 か ら1997年 にか けて ヨーロ ッパ 地域 の6か 国、約300人 の管制 官候補 生が受験 し

て い る。2000年 代 に 入 っ て、EurocontrolはWeb上 で 受 験 で きる航 空 英 語 能 力 試 験

ELPAC(EnglishLanguageProficiencyforAeronauticalCommunication)を 開発。 ヨー

ロ ッパ 地域のパ イロ ッ トと管制官 はELPACを2007年 よ りICAO基 準の英語 能力 テス ト

Level4,Level5用 として受験 してい る。 このELPACはICAOの ガイ ドライ ンや航空の

文脈 を想定 した内容 になっているが、CEFRの 言語評価基準 も参考 に して開発 され た と言

われ ている。Part1で 航空英語 文脈 のListening能 力 、Part2で 航空文脈及 び一般英語文

脈のOralInteraction能 力 をチェ ックする内容 になっている。

航 空英語 はESPの 分野 であ り、PlainEnglish(一 般 英会話力)の 能力 も必要22と されて

いるが、第一義的 には常 に航空無線交信 にお ける業務用語Phraseologyの 文脈 を優先 して

いる。 しか も、他の分野 のESPと 違 って、業務語 をSpeakingとListeningと い う領域で

使 うこ とが圧倒的 に多い。航空英語 にお けるコ ミュニケ ーシ ョンは高度 に明確 化 され てお

り、IELTS,TOEIC,TOEFLな どの アカデ ミ ック分野、 ビジ ネス分 野 中心 の英語試験 が

提供 す る文脈 とは異 な っている。 しか し、 ヨーロ ッパ地域 でICAO基 準 の能力試験 を行

なってい るELPACがCEFRの 共 通参照枠 を参考 に してい るよ うに、 日本 国内 におけ る

ICAO基 準 試験Level4も 、今 後 はCEFRやTOEIC,TOEFLのSpeakingテ ス トな ど も

参考 に しつつ、 日本 の実情 に合 う形態 を模索 してい く余地 は残 るであ ろう。

5.航 空英語の特徴

5.1Phraseologyと しての航空英語

航空英語 はパ イロ ッ トが航空機 を離陸空港か ら着陸空港 まで安全 に飛行す るため に、 ま

た管制官が離着陸、管制 間隔、高度、速度の指示 を出 して航空機 を援助誘導す るため に無

線上 で使用 され る業務 英語 で ある。CommunicationErrorを 少 しで も防 ぐため にICAO

のSARPsAnnex10の 航空通信AeronauticalTelecommunicationsVol.1-5で 定め られ た

略語や コー ド23を 中心 に使用す る。飛行計画やNOTAM24(NoticetoAirmen)な どの文書

もこの略語で表記 されている。無線交信 の英語 はアルフ ァベ ッ トか らして一般 とは異 なる

読 み方 をす る。AはAlpha,BはBravo,CはCharlieと い う具 合 だ。 文章 も5文 型 の フ

ルセ ンテ ンス は使 わない。決め られ た航 空英 語上で の単語(主 に動詞や名詞)や 数字、計

量法 の単位 な どが 中心で ある。数字 も1はwun,3はtree,5はfife,8はait,9はninerと

い う風 に発音す る。FLIOOは 且ightlevelonezerozeroと 表現す る。無線交信の実例 とし

ては以下 のよ うになる。

管制官:ANA937,pushbackapproved
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パ イロ ッ ト:ANA937ispushingback

管制官:RogerANA937,taxitorunway24viataxiwayBItoholdingpointL3.Report

holdingpointL3.Wind180degrees,5knots.QNH251010,time23

以上概観 したよ うに、航空輸送 を円滑 に行 な うため には膨大 な量の業務用語(英 語)や 略

語 を覚 えなけれ ばな らない。パ イロ ッ トや管制官 に とっては一般的英会話力 を身 につ ける

よ り、業務 用Phraseology掌 握 は重要 で、優先 的事項 であ る。 しか し、業務用語 や数字、

略語 に慣 れるこ とが最優先 されるこ とは当然で あるが、それ らに慣れ れば慣れ る程、英語

表現が単発 の単語や数字 の羅列 にな り、文型 を土台 に置い た一般英会話力が衰弱 してい く

矛盾 をは らんでい る。

5.2PlainEnglishと しての航空英語

前 述 した ように、ESPと して の航空 英語 は他 のESP分 野 の英 語 と違 って専 門文書 の

ReadingやWritingが 中 心 で は な い。 業 務 で 使 用 が 要 求 さ れ る専 門 用 語 や 略 語 は

SpeakingやListening、Repetitionな どの領域 で もっぱ ら使用 され る。そ の意味 では きわ

め て 口語 的 で あ る。 第二 義 的 に な るが、 パ イ ロ ッ トや管 制 官 が一 般 英 会 話 力(Plain

English)も 必 要 と してい る ことは既 に触 れ た。特 に、2003年 以降 のICAO言 語能力 要件

で強化 され たのは、1980年 代 以降 に発生 した航空機事 故 のい くつかが一 般英会話力 の不

足が原 因で発生 したか らである。

もちろん、業務用 語 はICAO基 準 のPhraseologyを 使 うこ と、そ れか らの逸脱 は許 さ

れないの であるが、年 間を通 しての航空無線交信 では、特 に緊急状態や異常 な状況下 にお

いては一般英語で交信 しなければ解決 しない場面 もあ り得 る。 このこ とを踏 まえて、パ イ

ロ ッ トと管制官 の間で起 こる可能性があ る非定型型の英語 コ ミュニケ ーシ ョンカが今後 は

さ らに重 要視 される方 向だ。不十分 なPlainEnglishの 能力が事故 やニ ア ミスへ とつ なが

る可能性が あるか らで ある。

5.3無 線 交信 と しての航空英語

管制官:Japanair332,holdshortofrunway34

(日本航空332便 、滑走路34手 前で待機せ よ)

パ イロ ッ ト:Holdshortofrunway34 ,Japanair332

(滑走路34手 前で待機す る。 日本航空332便)

この ようにパ イロ ッ トは管制官が与 えた指示 を復唱す るこ とが無線交信で基本 となって

いる。通常 の航空管制の英語 はい わゆる英会話で はない。 自由な会話体 だ と冗長 になって

しまい、意味 も拡散 し、理解齪鶴 も発生 しやすい こ とか ら、航空管制用 に形成 され た用語
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が使 われ てい る。 よって、標準的 なフ ォーマ ッ トが決め られ、交信の手順 も定例化 してい

る。 しか も相手 の顔や表情が見 えない状態で の会話 なので平時 はス ムーズ にい って も、非

常時 においては英語が第二言語 や外 国語の場合、Communicationbreakdownと い う伝 達

不良が発生 しやすい。

上 智大学 国際言語 情報研 究所 が指摘26す る よ うに、無線交信 方式 で はPhraseologyに

加 え略語 な どの 固定表現、専 門用語が多 いので、実際 に交信で使 われ てい る英語 は非常 に

限 られた範囲の ものであ ると言 える。上述 した ように、動詞 や名詞の単独使用 が多いが、

文型 を使 う場合 で も重文 や複 文構 造 は見 られず、ほ とん どが単文構造 のSV(第 一文型)か

SVO(第 三文型)の みで ある。従属節 や埋 め込 み節、受動 態、仮定 法、関係節 な どはあ ま

り見 られない。接続 詞 もand以 外 の ものは見 られ ない。 日常的 に使 われる動詞 もhaveや

getな どかな り限定 的だ。多様 な語 彙が あ ま り使用 されてい ない。ICAOLevel4の 言語

能力 要件が要 求 してい る ようなPlainEnglishや 単 語 を置 き換 え るRephrase能 力 が十分

に保持 されてい る とは言 えない。

6.ESPと しての航空英語教育

日本の管制官候補者を対象 とした航空英語教育は、当時、羽田空港の隣接地に(現 在は

大阪府泉佐野市の りん くうタウン)キャンパスがあった国土交通省航空保安大学校で1969

年に始 まった。当時、航空保安大学校は運輸省所管の航空職員訓練所 と呼ばれていた。

1980年 までは全員が男子学生のみであった。1980年4月 に国内初の女性管制官候補者が

入学 した。国家公務員で もある航空管制官は国土交通省航空保安大学校で しか養成 してお

らず、国内唯一の航空管制官を目的 とした教育機関である。本節ではパイロット訓練生に

対する航空英語教育(宮 崎の独立行政法人航空大学校)については割愛 し、管制官候補者

に対する航空英語教育を中心に論考を進めていきたい。

6.1航 空英語教育の対象者

ICAO基 準の英語能力試験対象者である航空管制官や航空管制運航情報官になるには航

空保安大学校に入学する以外の選択肢はない。航空管制官への道は、大学卒業程度(国 家

公務員採用1種 試験に相当)の航空管制官採用試験を受けて、合格後、航空保安大学校で

1年 間研修を受けるとい う流れになる。航空管制運航情報官の場合は、航空保安大学校学

生採用試験(国 家公務員皿種試験に相当、高校卒業程度)を受けて、航空保安大学校で2

年間の教育を受けることになる。彼 らは卒業後のICAO基 準英語能力試験 に備えつつ、

航空英語や業務英語を学んでいる。ICAO試 験の対象者ではないが、将来、航空管制技術

官になる候補者 も航空保安無線施設などの管理、運用、メンテナンスを専門とするエ ンジ
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ニア系科 目を学んでいる。

大卒中心の航空管制官候補者学生 は、人事院作成の教養試験、適性試験、外国語(英

語)試験(多 肢選択式)か らなる一次試験、さらに2次 試験の人物試験、外国語(英 語 リス

ニング、英会話面接)試験などを経て入学する。基本的に一次試験の英語は2時 間で長文

の読解問題、英文整序、整合問題、文法 ・語彙問題、文法正誤問題、和文英訳問題、発

音 ・アクセン ト問題などが出題される。それな りの難問もあ り、長文の種類 も多いので、

英語の学力がかなり要求されるだろう。英語試験 も大切ではあるが、「記憶についての検

査」「空間関係についての検査」がある適性試験 もかなり重要だ。

一方、高卒中心の航空管制運航情報官候補者は、同じく人事院作成の教養試験、適[生試

験、学科試験(英 語、数学)が 一次試験 であるが、二次試験では人物試験の面接 のみであ

る。一次の学科試験 としての英語は80分 の多肢選択式で、アクセン ト問題、整序問題、

文法問題、語彙問題、英文和訳問題、長文の英文解釈問題、和文英訳問題、英会話問題、

発音問題、長文の内容一致問題など多様な範囲か ら出題される。航空管制官採用問題 と比

べると、長文の種類 も少なく、全体的に易化 した問題だ。 しか し、バランスのある英語知

識が問われる。英語関連の問題が教養試験(多肢選択式)の 中で も5～6問 長文問題を中心

に出題されている。

以上のような試験を通過 してくる航空管制官の候補生たちは総合的に文系、理系を問わ

ずバランスのとれた知識 と学力を有 していると言えよう。競争倍率 も高いので、それ相当

の難関を突破 して、航空英語教育を受ける対象者 となった優秀な学生である。彼 らは入学

後、TOEIC(IP)を 受験す る。航空管制官候補者たちの平均スコアはかなり高い。一方、

航空管制運航情報官候補者たちの平均スコアも航空管制官候補者たちほどではないが、一

般の大学生の平均スコアより高い といえる。一年後にはスコアが100点 以上上昇する者 も

多い。

ただ、航空英語が及ぶ広範囲な分野 を視野に入れると、TOEICの スコアの上昇は望ま

しいが、TOEIC基 準だけで航空英語の力量を判断することは出来ない。TOEICそ の もの

も受身的なListeningとReading分 野の多肢選択方式であ り、ある程度の受験マニュアル

や受験テクニック的な領域を トレーニングすればスコアは上昇するだろう。

6.2TOEIC

しか し、言語人類学 者のDellHymes27が 「言葉 とい うもの は言語 的 な知識が あ るだ け

では使 い こなせ ない。 その社会 で適切 にその言語 を使 うことの出来 る能力 が必要 であ っ

て、 それが ない とコ ミュニケーシ ョンは成立 しない」 と主張 して、そ のよ うな能力の こ と

をCommunicationCompetenceと 呼 ん だ。 その 能力 の基礎 となるの は 「母語 」 とい う
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こ とであろう。 その母語が しっか りしてい る とい うこ とも専 門用語が多い航空英語で は有

利 に働 くと考 え られる。いずれ に して も、TOEICス コアは参考 に なって も、 それだ けで

管制官の適 性や航空英語能力 を測 るのは危険で ある。

管制 官は レー ダー画面 の監視 や、「運航票」 と呼 ばれ る飛行 中の航空機情報 を記 した札

をせ わ しな く移 動 させ る とか、無 線交信 をや りなが ら同時進行 で こな してい く作業 が多

い。 人命 が かか ってい るゆえ、パ イロ ッ トに対 す る指示 は絶対 にMistakeで きない とい

う心理的ス トレス も強い。航空英語能力が航空管制技術用語 の習得や管制指示実技のス キ

ル、航空援助機器の扱い、航空気象 に対す る深い読み、 レーダー画面 の観察力 な どにブ レ

ン ドして、溶 け合 ってい くうちに、力量 ある管制官が生み 出され てい くの だろう。

しか し、空の世界 は同時 に英語の世界で もある。英語教育者が航空英語学習者 を指導す

る上 で一番気 にな るの が、いか に彼 らがPlainEnglishの 英語 説明 能力(緊 急事 態 に備 え

て)を 身につ けてい くかで あ り、パ イロ ッ トがPlainEnglishを 使用 した場合 にそれ を聞 き

取 れるListening能 力 を習得 してい くか である。一般 英語 と言 って も航 空 ・飛行 関係の文

脈で発話 され るので あるが、 フライ トの専 門分野 だけに限 らず、 テロや急病人の発生、異

常気象 に関す るこ ともある。 それ ゆえ、航空英語 の分野 には警備 ・保安、航空医学、航空

気象 の分野 も含 まれ るの である。

とに もか くに も飛行の安全 を担保す るため、言語の理解齪酷が原 因で航空機事故 に至 る

とい うこ とを避 けるため に、パ イロ ッ トと管制官 は航空文脈で交 わす英会話能力 を高め な

けれ ばな らない。残念 なが ら、香港や東南 アジアな どの他の アジア諸 国 と比べて、 日本の

管制官候補者 はマニ ュアルにない 自由裁量 による英語運用能力 に欠 けてい る と言 わざるを

得 ない。彼 らは勤勉 で、大 変優 秀 な学生 た ちであ る し、TOEIC平 均 ス コアな ども一般の

理系大学生 と比べ て高い。書面上の英語文章理解や、正解が1つ しか ない問題 を多肢選択

す るこ とには鋭い技量 を持 ってい る。

だが、正解がす ぐに見つか らない、又 は正解が二つ以上あ るか もしれない問題 に対処す

る応 用力 に弱 い。 これは 日本 の大 学生全 般 に共通 す る点 で もあろ う。筆記試験 はready-

madeの 選択肢 を選 ぶだけだが、待 ち受 けている現場 はレー ダー画面監視 を中心 に同時進

行で複数 の作業が進行 し、 しか も、声 を出 して見 えない相手 に向かい英語で発話 しなけれ

ばな らない。そ の発話内容 に乗員 ・乗客 の命がかか ってい るので ある。や は り求め られ る

のは航空や管制 の専 門知識、 レーダーな どの機材 を使 う実技能力、英会話能力、そ して英

語力 とは別物の コ ミュニケーシ ョン能力、状況判断力 な どの融合的力量であ ろ う。

TOEIC-Can-doGuideを 使 って筆者 は管制官候補 者(約45名)に 英語運用 能力 について

自己分析 して もらったこ とが ある。読 む力や聴 く力 と比べて、 ほぼ全員が人 とや りとりす

る力(interactions)が 極 めて低 い 自己分析 であ った。英 語でや りと りす る力が非常 に弱い
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のは一般 的な 日本の大学生 において も、改善すべ き共通の課題で あろう。

6.3英 語使用 時の負荷

英語使用時 に他の作業 も同日寺進行でや らなけれ ばな らない とい うの はパ イロ ッ トや管制

官 の宿命 で もあ る。 カナダ、 コンコルデ ィア大学 のFarris他 は、同時進行 の作業 が多い

場合 、少 ない場合、英語使 用 にどれ だけの負荷 がか かるか を英語 のNativeSpeakerの 集

団 とNon-nativespeakerの 集 団 を被 験者 に して実験 し、その結果 を論 文28で 発表 してい

る。

英 語使用 に負荷が かか る とは、 同時進 行の他 の作業 に よって英 文 の 「Repeat(復 唱)」、

「アクセ ン ト」、 「リスニ ング理解 力」、「Speakingの 流暢 さ」 にどれだ けの影響 がで るか と

い うこ とであ る。全 般 的に、NativeSpeakerの 方 が、Non-nativespeakerと 比 べ て英語

使用への負荷が少 ないが、彼 らで も 「流暢 さ」の分野 に大 きな影響が 出てい るこ とが判明

している。同日寺進行 の作業 が多い場合 と少 ない場合で実験 す ると、「流暢 さ」 の分 野で一

番影響 を受 けたの はNativespeakerの 集団 だったの である。Non-nativespeakerの 集 団

では作業 の多 さや少 なさで 「流暢 さ」の分野 に限って言 えばあま り負荷の変化が見 られ な

か った。

「復 唱」、「アクセ ン ト」、「リスニ ング理解 」 な どの分 野で は、Non-nativespeakerの 集

団の方が影響 を受 けたこ とを示す数値変化が大 きか った。実 は、Non-nativespeakerの 被

験者 には英語能力が高 い グルー プ と低 いグルー プが あ り、「流暢 さ」以外 の分野 では英語

能力が低 い被験者集 団の方が常 によ り大 きな負荷が英語使用時 にかか ってい たこ とが証明

されてい る。英語 能力 の低 い方 のNon-nativespeaker集 団が 同時進行 の作 業 に よって英

語使 用 に負 荷 がか か る場 合 、すべ ての分 野 で偏差 値 数 の幅 が一番 大 き く、 同 じ集 団で

あって も影響 を受 ける度合い にバ ラツキがあ るこ とも判明 した。

英語能力 の低 さや不足が 同時進行 の作業 と絡み合 う時 に、パ イロ ッ トや管制官 に とって

も大事 な英語復 唱(Readback)や ア クセ ン ト、 聞 き取 り能力 に影響が 出 る とい うことで

ある。他 の作業 を同時進行でや りなが ら、 リスニ ング演習 な どをす る工夫が航空英語教育

の現場で必要か もしれない。

7.航 空英語教育への提言

航空英語教育 に携 わって感 じるこ とは、端的 に言 う と、大方の学生が 「準備 な しの即興

の場 で要求 され た課題 に対応 で きる口頭 による英語説明能力」 に関 して、問題 を抱 えてい

る とい う こ とで あ る。 相 手 が 目の前 に いて、 こ ち らの英 語 力 に合 わ せ て くれ る会 話

(Dialog)を ベ ースに したSpeaking能 力 では な く、例 えば、英検面接 カー ドの ように絵 や
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イラス トな どの 内容 を制 限時 間内で説明す る能力が アジア諸 国の学生 と比べ て も極端 に低

い と感 じる現状 が あ る。筋書 きの ある完成 された英文Dialogを 覚 えた り、必 ず正解 が1

つ しか ない問題 を解 く技術 を身につ けて も、発声 とい う労力が伴い、咄嵯の判断で英文 を

作 り出すSpeaking能 力 は簡単 には習得 で きない。 この ような課題 を克服 してい く上で以

下の よ うな提案 を したい。ICAO基 準のLevel4試 験 突破 に も参考 になるはずだ。

1.解 答 は必ず1つ しかない選択式 問題や、内容理解 をTかFか で選ぶ だけの問題か

ら学生 を解放す る。

2.正 解 が幾通 りもある課題 につい て考 え、独 自色 あ る正解 を見 つ ける ように指 導す

る。

3.咄 嵯 の英文短文 を口頭 で生み 出す ため には、英文の暗記 ・暗調 に力 を入れ る。航空

保安 大学校 で はCALLに 「AmiVoice」 とい う独 自プロ グラム ソフ トを入 れ、航

空無線交信で よ く使 われる文例 を復唱 させ てい る。

4.リ スニ ング演習 中に同時進行 の百マス計算やニ ンテ ン ドーDSの 計算 ソフ トで作業

を しなが ら英文 を聴 く訓練 を積み重ね る。

5.教 師の説明 を推測せず、分か らない事 はそ の場で質問で きる雰 囲気 を創 出す る。学

生 の反応が活発 なクラスは学生の 自由な発言 を奨励す る環境が存在す る。

6.英 語 のシ ョー トス ピーチ、 プ レゼ ンテーシ ョンをや る前 に、母語であ る 日本語で ま

ず発話 させ る。 日本語 で言 えない こ と、説明で きない こ とは英語で も出来 ない。

7.有 名 なス ピーチか らアクセ ン ト、抑揚、 リズム、息づかい、発声法 な どを学 び、米

語以外の様 々な英語 を聴 くリスニ ング練習 をす る。

8.周 辺 の 日本人学生仲 間を尺度 にせず、 アジアの人材 を意識 させ る。 シンガポールや

香港 は ともか く、東 アジア諸 国(特 に中国、韓 国)の 若者の英語力が急激 に伸 びて

い る現状 を認識 させ、 このままで はアジアで も英語 コ ミュニケ ーシ ョン能力分野で

取 り残 される とい う危機意識 を持 たせ る。

9.言 語 学者 の白井恭 弘氏が指摘29す る ように、外 国語習得法 、教材、教授 法 の研 究

な どの考察 ばか りに拘泥す るので はな く、学習当事者 の動機づ けの問題 を様 々な角

度か ら研究す る必要が ある。動機づ けを左右す る要 因を探 り、統合的動機づ けな ど

が学習の成功 を 「引 き起 こ してい るな ら」 その メカニズ ムを解明す る。何 とか動機

づ けの側面か ら学習者 を援助、指導で きない もの だろうか。授業の改善 も大切であ

るが、学生支援(動 機づ け援助)の 分野で課題が あるように思 われ る。

8.お わ りに

社会が航空管制官 に期待 してい るのは、職人の ような 目つ きで レーダー画面の機影 を見
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なが らテキパキと航空機の離着陸をさば く技量と、そのスキルを支える英語力であろう。

なぜなら、管制官はパイロットに的確な指示を出し、次々と航空機をさばくことで航空交

通の流れを整理 し、人命 にかかわる空の安全を守っているか らに他ならない。全国に約

2,600人 いる航空管制官が英語力(ICAO国 際基準Level4以 上)を 保持するため、質の高

い英語能力試験を改善 ・実施 してい くことは、今後、航空需要が伸びてい く社会ではとて

も重要である。

今回の論考では、ICAO基 準による英語能力試験導入の背景や、航空英語の定義などに

大方のページを割いた。今後の管制官の英語教育を巡る論議では欠かせない基本的情報だ

か らである。一方、ESPと しての航空英語教育の課題や改善については、現役 の管制官

か らのデーター(英語教育に望むことや、職場で英語力の必要性 を痛感 した事例)も紹介

し、具体的方向性のある議論 をしたいと思ったが、紙面上の制約 もあり、かなわなかっ

た。今後の課題 として、近隣のアジア諸国などの非英語圏における航空英語教育の実態に

ついても調査をし、比較研究 したい と願っている。

現在の国際情勢や人口統計では、英語を母語 としないパイロットや管制官はますます増

加すると予想される。それゆえ、管制官候補生たちに対する航空英語教育の質が将来の事

故を防ぎ、ニアミスなどの芽を摘み取る上で一定の役割を果たすことが出来るのではない

か と感 じている。近年、アジア諸国の中には自国の英語教育を国家主導の トップダウンで

実施するところが増えたり、英語圏留学か ら帰国した人材があふれかえっている国々もあ

る。質の高い教育をすべて英語で提供 し、多国籍の人材が多 く居住するシンガポールなど

は逆に世界中か ら留学生を引 き寄せている。特にシンガポール国立大学などでは英語を通

して高度な教育が提供されるため、世界中か ら留学生が集まっている。将来を担う日本の

学生は周 りの日本人世界ばか り見ず、隣国のアジア諸国(特に東アジア地域や極東 ロシア

地域)で急速に若者が英語力を伸ばしている事実に気づいた方が良いだろう。

香港は以前、英国の植民地で、英語 も公用語の1つ であったが、香港の管制官養成学校

ではすべての座学、実技、実習科 目は英語で行なわれている。卒業するまでには全員が一

定期間、英国で専門性の高い実務を学ぶことになっている。現役の管制官 には約50人 程

度の英語nativespeakerが 含 まれているのもお国柄であると言 えよう。香港民間航空局

航空交通管理部によると、香港ではICAO基 準Level4の 英語能力試験をクリアするのは

何の問題 もない と言う。

香港のような英語の優位性をもっていない 日本の現状ではあるが、野村総合研究所の調

査では、航空保安大学校の卒業生 も英語の必要性 はます ます高まっていると感 じてお り、

業務で使用する英語 として職域 を問わず、ListeningとSpeakingの 重要性を指摘 してい

る。特に相手の言っていることを理解するためのListening力 は必須であろう。無線の英

X11



ICAO基 準 と航空英語教育の展開

語交信では 「非対面なため音声情報の会話のみで意思疎通する必要がある」「無線等を通

じた会話のため聴 き取 りに くい」「様々な誰 りのある英語に対応できる必要がある」 と

いった共通する問題意識 もあるようだ。

加えて、clearance,pushback,taxingの 順番などで外国人機長を説得 ・納得させるため

の交渉に耐える英語力、さらに、業務用英語 としてテクニカルタームを理解 していない

と、一般的なリスニ ングカが高 くて も聞 き取れない場合があるため、特に緊急時に使用さ

れる航空医学用語などの語彙 も必要だ。管制官 に限って言えば、航空保安大学校の卒業

生、すなわち現役の管制官か ら定期的にアンケー トを実施 し、業務上で英語運用力の必要

性 を痛感 した具体例 を集積 し、分析す ることによって航空英語教育の現場 にフィー ド

バ ックされることが大切だ。

航空管制官や航空保安業務の人材の中で英語運用能力が高いスタッフが増加することに

よって、アジア、アフリカ諸国の空港管制業務近代化に寄与する国際貢献 も期待できる。

なぜなら、 日本の管制技術や管制通信テクノロジー、 レーダーや灯火などの飛行援助機器

メンテナンスなどは、 レベルが高いか らである。航空管制分野での国際貢献が、現地の航

空機事故等を防止する基礎作 りになるとい う視点か らも考えれば、 日本における航空英語

教育を充実させることはかなり重要な施策 といえるのではないだろうか。

注

1.シ カ ゴ条約 と呼 ばれ る国際民 間航空条約 にはAnnexと 呼 ばれ る付属 書 が18種 類 あ

り、Annexlの 航空従事者技能証 明か らAnnex18の 航空機 による危険物の安全輸送

まで幅広い分野 の規定が含 まれ てい る。

2.通 称SARPsと 呼 ばれ、正 式 にはStandards&RecommendedPracticesと な る。 シ

カゴ条約付属書全体 の呼称であ り、航空交通、航空輸送 に関 わる国際基準の ルールが

定め られ てい る。

3.シ カ ゴ条約 の付属書(Annex)1,6,10,11を2003年3月 改 定 して、管 制官 やパ イロ ッ ト

の英語能力 の向上 を求め、一定 の言語要件 を満 たす基準 を作成 した。以下 は改定 内容

Annex1で 語学能力 要件 対象者 の拡大、全体 的評価基 準お よびICAO個 別評価基 準

(合格基準 レベ ル4以 上)の 設定 。Annex6,11で 管制機 関や航 空会社 は管制 官やパ

イロ ッ トが無線通信 で は英語 を運用 す る能力 を確 保 しなければな らない。Annex10

で無線通信 は地上局 で用 い られ る言語、 もしくは英語で行 なわなけれ ばな らない。地

上局 は航空機の要求 に応 じて英語が使用可能 でなけれ ばな らない。無線通信 に通訳 は
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認め られ ない。

4.ICAODoc4444,PANS-ATMの こ と。 す な わ ちProceduresforAirNavigation

Servicesお よびAirTrafficManagement

5.Annex10(航 空通 信)で 規定 された無線 航 空通信 の文例 や通信 のや り方 を編 集 した

ICAODoc9432のManualofRadiotelephonyの こと。

6.日 本航空機操縦士協会が6ヶ 月 ご とに発行 してい る航空運航 ・航空管制諸規定、航空

英語、略語 な どの用語集 。ICAOの 通達 や改定事項 な ども掲 載 し、航空機 運航 シス テ

ムに携 わるパ イロ ッ ト、管制官 に とっては必読のマ ニュアル。

7.小 林裕子 「単 語の多義性 が生 む理解齪飴 に関す る航空管制英語 の観点か らの一考察」

語学教育研究論叢第25号 、大東文化大学語学教育研究所、2008年

8.パ イ ロ ッ トが行 な う操 作が電気 信号 に交換 され、電線 に よって飛 行制御 コ ンピュー

ターを通 り、油圧 アクチ ュエ ーターに伝 え られるデ ジタル式操縦法

9.ICAODoc9835AN/453と して2004年 に発行 されたICAO基 準言語能力要件マ ニュ

アルのこ と。

10.NationalTransportationSafetyBoardは1967年 設立の アメ リカの独立 国家機関。輸

送 に関す る事故 を調査 し、原 因を究明 し、対策 を勧告す る。

ll.ICAO条 約8章 付 属書13で 規定 されてい るAccidentMandatoryReportSystemsの

こ と。

12.国 際航空運送協会 といい、世界 の航空会社や旅行代理店 な ど250社 以上が加入 してい

る業界 団体。1945年 設立で、本 部はモ ン トリオール とジュネーブ。

13.ClaudeSt.Hilaire,TheController,InternationalFederationofAirTraffic

Controllers'Association,pp.8-9,2006,Issuel

14.国 土交通省所管 の特例財 団法人。航空輸送 にお ける安全性の 向上、運航、整備技術の

改善 に関す る調査、 研究 を行 なってい る。

15.定 期 航空 の乗 務員 の組合 の連絡会 議で、乗務 員 の保 護、権利 の向上、労働 環境 の改

善、航空機 の運航の安全性向上 を 目的 とした団体。会員数 は国内 のパ イロ ッ トを中心

に約5,500名 。

16.http://air.gtelp.co.kr/sample/samples.hyml参 照

17.ICAODoc9835文 書ICAO基 準 言 語 能 力 要 件 実 施 マ ニ ュ ア ル の 中 にLanguage

ProficiencyScaleと して一覧表形式 で紹介 されている。

18.全 米外 国語協会(外 国語教育の学会、会員約1万 人)に よって開発 され た会話能力 テ

ス トOralProficiencyInterview.テ ス ター と呼 ばれ る試験官 と1対1の イ ンタビュー

形式。主要 レベ ル として初級、 中級、上級、超級が ある。
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19.小 池 生 夫 「CEFRと 日本 の 英 語 教 育 の 課 題 」 英 語 展 望No.117,2009年ELEC

20.境 一 三 「日本 に お け るCEFR受 容 の 実 態 と 応 用 可 能 性 に つ い て 」 英 語 展 望

No.117.2009年ELEC

21.正 式 に はEuropeanOrganizationfortheSafetyofAirNavigation欧 州 航 空 航 法 安 全

委 員 会 。 本 部 は ブ リュ セ ッルで 汎 ヨー ロ ッパ 的 な航 空 交 通 管 制 を実 現 す るた め の 国際

機 関。 全 ヨー ロ ッパ の航 空 管 制 の管 理 と計 画 を行 な って い る。

22.ICAO付 属 書Vol.2の5項 は 業 務 英 語(Phraseology)に 加 え 、 普 通 英 語 能 力(Plain

English)が 必 要 で あ る と規 定 され て い る。

23.ICAO「ICAOAbbreviationsandCodes」 の こ と で、 通 常ICAOPANS-ABC,Doc

8400と 呼 ば れ て い る。 航 空 航 法 、 運 航 、 通 信 、 気 象 な ど多 くの 分 野 の 用 語 、 略 語 が

収 録 され てい る。

24.NoticetoAirmen国 土 交 通 省 航 空 局 が 発 行 して い る航 空 機 の 運 航 に必 要 な 情 報 で 、

テ レ タイ プ回 線 に よ り配布 され る。 こ れ らの情 報 の 中 に は重 要 な気 象 情 報 等 もあ り、

航 空 管 制 運 航 情 報 官 な どが パ イ ロ ッ トに通 知 す る。

25.高 度 計 規 正 値 の こ と。Altimetersettingと も 言 う。気 圧 高 度 計 の 設 定 値 で 高 度 ゼ ロ

に対 応 す る気 圧 。 気 圧 を高 さ に読 み 替 え た もの。

26.上 智 大 学 国 際 言 語 情 報 研 究 所 編 「ICAO英 語 試 験 モ デ ル 開 発 委 託 研 究 報 告 書 」p.8,

2005年

27.「 英 語 展 望 」No.118,p.21,2010ELEC.1972年 、DellHymesが 提 唱 した。 言 語 能 力 、

言 語 運 用 の 定 義 で は第 二 言 語 能 力 は育 た ない と して 、 コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力 の 存 在

を強 調 した。

28.Farris,C.,Trofimovich,P.,Segalowitz,N.,andGatbonton,E.,AirTraffic

CommunicationinaSecondLanguage:ImplicationsofCognitiveFactorsfor

TrainingandA∬essrnent,TESOLQuarterly,Vol.42No.3,pp.397-410,2008

28.白 井 恭 弘 『外 国 語 学 習 の 科 学 第 二 言 語 習 得 論 と は何 か』pp.73-82,岩 波 書 店 、2008

年
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